
　

今
年
の
２
月
、
正
副
町
会
長
会

の
場
で
28
年
９
月
末
を
も
っ
て
中

山
線
の
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
た
い

旨
が
ア
ル
ピ
コ
交
通
か
ら
申
し
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
地
区
住
民
に
向
け

て
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
改
め
て
、

既
存
の
中
山
線
運
行
の
継
続
は
で

き
な
い
旨
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
市
都
市
交
通
課
か
ら
提
案

さ
れ
た
の
が
、
市
の
補
助
制
度
を

利
用
し
た
地
域
主
導
型
公
共
交
通

（
※
）
で
す
。
既
に
地
域
主
導
で
取

り
組
ん
で
い
る
波
田
地
区
で
は
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
業
務
を
委
託

中山線の運営が
維持できない

○維持に必要な乗車密度
　12 ～ 15 人 ／ km　　　
　　↓
○Ｈ 27中山線
　の状況
　3.07 人／ km

し
、
大
型
バ
ス
と
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
使

い
分
け
て
運
行
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

説
明
会
を
受
け
て
、
中
山
地
区

の
今
後
の
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
専
門
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
バ
ス
存

続
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
こ
と
が
決
定
し
、
６
月
に
全
戸

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

を
き
っ
か
け
に
、
地
域
で
一
体
と

な
り
、
様
々
な
地
域
の
問
題
に
目

を
向
け
、
考
え
、
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
地
域
主
導
型
公
共
交
通

　

�

公
共
交
通
の
利
用
に
課
題
の

あ
る
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
バ
ス
運
行
を
検
討
す

る
取
り
組
み
に
対
し
て
市
が

積
極
的
に
支
援
す
る
も
の
。

各
地
区
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
エ

リ
ア
を
決
め
、
よ
り
き
め
細

か
な
車
両
運
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
方
針
に

　

専
門
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
受
け
て
、「
地
区
で
バ
ス
を

維
持
し
て
い
く
」方
針
と
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
運
行
す
る

か
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
車
両
で
運

行
す
る
か
、
ど
の
路
線
で
運
行
す

る
か
と
い
っ
た
細
部
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
重
点
を
置

き
な
が
ら
、
専
門
委
員
会
で
練
り

あ
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
民
満
足
度
調
査
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
通
常
40
％
前
後
の
回

答
率
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
率
か
ら

は
、
バ
ス
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
方

が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
今
回
の
問
題

　

埴
原
北
町
会
地
籍
へ
の
太
陽
光

発
電
設
置
計
画
説
明
会
が
、
６
月

６
日
、
中
山
公
民
館
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
に
よ
る
と
、

設
置
場
所
は
鎌
田
池
に
隣
接
す
る

空
き
地
で
、
す
で
に
一
期
工
事
分

の
設
備
が
稼
働
し
て
い
る
所
に
同

程
度
規
模
の
設
備
を
増
設
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

説
明
会
に
は
、
町
会
長
始
め
、

設
置
場
所
近
隣
の
方
々
が
出
席
し

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

近
年
の
環
境
問
題
や
エ
コ
意
識
の

高
ま
り
な
ど
に
よ
り
急
速
に
普
及

し
て
き
た
太
陽
光
発
電
で
す
が
、

普
及
に
伴
い
地
元
住
民
と
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
現
に
中
山
で
も
、

本
年
３
月
、
和
泉
町
会
地
籍
に
お

い
て
新
規
設
置
計
画
の
説
明
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
設
置
場
所
は
、

土
砂
災
害
発
生
危
機
の
高
い
地
域

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
豊
か
な
自

然
を
破
壊
す
る
な
ど
と
し
て
、「
中

山
地
区
太
陽
光
発
電
所
設
置
反
対

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
現
在
も
反

対
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
を
受
け
て
、
町
会
長
の

宮
島
治
美
さ
ん
は
、「
今
回
の
増
設

に
つ
い
て
は
、
危
惧
し
て
い
た
反

射
光
、
雨
水
処
理
等
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
対
策
が
な
さ
れ
て
お
り
、

設
置
に
つ
い
て
特
に
問
題
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
中
山

は
今
後
ま
す
ま
す
遊
休
荒
廃
地
が

増
え
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
安

易
な
設
置
が
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
農
業

委
員
会
等
関
係
組
織
と
連
携
し
遊

休
荒
廃
地
の
減
少
を
図
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
太
陽
光
発
電
は
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
る

も
の
の
、
し
っ
か
り
と
対
策
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
設
置
が
進
む

と
大
き
な
災
害
の
発
生
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ

と
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
山
の
未
来
を
考
え
る

太
陽
光
発
電
設
置

説
明
会
を
受
け
て

路
線
バ
ス
中
山
線
廃
止

［アンケート結果（一部抜粋）］
● 中山線に替わるバスが必要か？

● バスを必要としている人の移動目的及び頻度は？

回答数 ６３９世帯

（回答世帯 ６２８）

（対象 ３０８人　複数回答として集計）

必要
494（79％）

必要ない
134（21％）
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月16回以上
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世帯数 1,356
人　口 3,488
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7 月 1 日現在の中山



　

約
12
万
年
前
以
後
く
り
か
え
し

活
動
し
、
将
来
も
活
動
す
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
断
層
を
活
断
層
と

言
い
ま
す
。
中
山
に
は
全
国
的
に

有
名
な
牛
伏
寺
断
層
が
あ
り
、
そ

の
活
動
周
期
か
ら
い
つ
動
い
て
も

お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
信
州
大
学
教
授
大
塚
勉
氏
に

よ
る
と
、「
牛
伏
寺
断
層
だ
け
な
ら

２
０
１
１
年
６
月
の
Ｍ
５・４
地
震

位
だ
ろ
う
。
Ｍ
７
ク
ラ
ス
は
周
辺

の
複
数
の
断
層
が
同
時
に
動
い
た

ら
考
え
ら
れ
る
」「
私
達
の
住
む
松

本
平
は
活
断
層
が
作
っ
た
の
で
は

な
い
か
」「
中
山
台
は
約
10
万
年
位

前
に
何
度
か
の
断
層
活
動
に
よ
り

縦
と
横
に
ズ
レ
て
出
来
た
の
で
は

な
い
か
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

活
断
層
が
作
っ
た
地
で
生
活
し

て
い
る
私
達
は
間
違
い
な
く
活
断

層
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
自

分
の
生
き
て
い
る
時
代
に
起
こ

る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
活
断

層
が
あ
る
限
り
地
震
は
起
こ
り
ま

す
。
地
震
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い

で
対
策
を
と
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
２
０
１
１
年
の
地
震
で

は
、
震
央
か
ら
離
れ
て
い
た
地
域

で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
盤
の
強
弱
に
よ
る

も
の
で
す
。
松
本
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
避
難
場
所
や
防
災

マ
ッ
プ
、
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
な

ど
多
く
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
必
要
な
情
報
を

集
め
て
お
き
、
自
分
の
身
を
守
り
、

家
族
の
身
を
守
り
、
地
域
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

明
治
７
年
（
1
8
7
4
）
10
月

23
日
、
埴
原
・
和
泉
・
神
田
の

３
か
村
が
合
併
し
て
中
山
村
と

な
り
ま
し
た
。
２
年
後
の
中
山
村

の
世
帯
数
は
5
2
9
戸
、
人
口
は

2
3
6
6
人
で
し
た
。
明
治
31
年

は
5
2
5
戸
、
2
9
8
6
人
、
38

年
は
5
5
9
戸
、
3
2
5
9
人
で

す
。
大
正
期
に
な
っ
て
も
、
世

帯
数
は
5
7
0
戸
か
ら
5
9
0

戸
、
人
口
は
3
3
0
0
人
か
ら

2
9
9
0
人
の
間
で
し
た
。

　

大
正
４
年
（
1
9
1
5
）
３

月
25
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
中
山
村
の
有
権
者
は
1
2
6

人
で
、
村
戸
数
の
22
％
ほ
ど
で
し

た
。
９
月
27
日
実
施
の
県
会
議
員

選
挙
で
は
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者

は
2
2
8
人
、
投
票
し
た
者
は

1
7
3
人
、
投
票
率
76
％
で
し
た
。

大
正
10
年
の
中
山
村
は
、
稲
作
農

家
戸
数
4
4
9
戸
、
養
蚕
戸
数

4
2
2
戸
で
し
た
。

　

昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）
は

5
6
7
戸
で
す
が
、
農
業
戸
数
は

4
9
0
戸
（
村
全
体
の
86
・
４
％
）。

耕
作
面
積
を
み
る
と
、
65
・
６
％

が
畑
で
、
そ
の
畑
の
う
ち
83
・
５

%
が
桑
園
で
し
た
。
こ
の
年
の
村

の
主
要
生
産
物
の
総
価
額
は
、
農

産
14
万
74
円
（
45
・
３
％
）、
蚕
繭

13
万
4
7
2
4
円
（
43
・
５
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
と
養
蚕
業
が

圧
倒
的
な
割
合
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
昭
和
18
年
４
月
か
ら
神
田
地
区
が

松
本
市
に
合
併
し
ま
す
。
松
本
市
に

合
併
し
た
昭
和
29
年
の
中
山
は
世
帯

数
5
3
6
戸
（
人
口
2
7
9
9
人
）

で
し
た
。
世
帯
数
が
6
0
0
戸
を

超
え
る
の
は
、
昭
和
47
年
か
ら
で
す

（
6
3
1
戸
、
2
6
8
6
人
）、
52
年

に
7
0
1
戸
（
2
8
2
0
人
）、
平

成
元
年
（
1
9
8
9
）
に
8
5
0

戸
（
人
口
は
3
1
3
4
人
で
、
こ

の
年
か
ら
3
0
0
0
人
を
超
え
ま

す
）、２
年
が
9
3
5
戸
（
3
4
0
6

人
）、
そ
し
て
３
年
に
1
0
5
9
戸

（
3
7
6
1
人
）
と
な
っ
て
、
世
帯

数
が
1
0
0
0
戸
を
超
え
ま
す
。

　

明
治
９
年
か
ら
96
年
間
は
世
帯

数
5
0
0
台
だ
っ
た
の
が
、
平
成
期

に
な
っ
て
倍
近
く
に
増
え
た
の
は
、

棚
峯
の
団
地
が
で
き
た
た
め
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
中

山
地
区
の
世
帯
数
は
1
3
4
8
戸
、

人
口
は
3
4
9
8
人
で
す
。
町

会
別
の
世
帯
数
は
、
和
泉
3
9
3

戸
・
埴
原
北
2
4
1
戸
・
埴
原
西

1
1
3
戸
・
埴
原
東
88
戸
・
埴
原

南
98
戸
・
棚
峯
4
1
5
戸
で
す
。

　

５
月
の
終
わ
り
小
学
５
年
の
孫

が
右
手
の
肘
を
壁
に
打
ち
、
手
術

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
誰
に
も
言
わ
ず
痛
い
の

を
我
慢
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

午
後
に
な
り
「
肘
が
腫
れ
て
い
る

よ
」
の
一
言
で
先
生
が
知
り
、
病

院
に
行
く
と
入
院
、
手
術
。
祖
父

母
は
「
頑
張
っ
て
」
と
し
か
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
山
小
学
校

の
高
木
校
長
先
生
は
、「
手
術
が
終

わ
る
ま
で
居
て
も
良
い
で
す
か
？
」

と
お
っ
し
ゃ
り
、
数
時
間
生
徒
の

た
め
に
親
身
に
な
っ
て
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｔ
）

●
軟
式
野
球

  

優
勝 ��

埴
原
南　

 

準
優
勝 ��

和　
泉

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

  

優
勝 ��

埴
原
北　

 

準
優
勝 ��

和　
泉

●
卓
球

  

優
勝 ��

埴
原
東　

 

準
優
勝 ��

和　
泉

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

  

優
勝 ��

埴
原
北
Ｂ　

 

準
優
勝 ��

埴
原
北
A

●
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

  

優
勝 ��

和　
泉　

 

準
優
勝 ��

埴
原
南

７
月
３
日（
日
）開
催

平
成
28
年
度 

中
山
地
区

町
会
対
抗
体
育
大
会
競
技
結
果

最
終
回

中
山
の
今
昔 

⑥

小
松
　
芳
郎

中
山
地
区
の
戸
数
と

人
口の
推
移

活
断
層
と

共
に
生
き
る

地図（昭和10年当時の中山）
詳細をご覧になりたい方は文書館まで

露頭した牛伏寺断層（大塚勉氏）
場所：中山霊園駐車場から
西へ斜面を下った沢筋
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